








１．はじめに

　20 世紀の中頃から始まった科学技術の急速な進展に伴い，非常に便利な生活を享受できるように

なった一方で，資源及びエネルギーの膨大な消費により，色々な面で地球規模の環境に関連した問

題が顕在化している。もちろん，これらを解決しなくては人類の未来は語れないので，我々の叡智

を結集して解決に当たらなくてはならない。陶磁器，ガラス，セメント及び耐火物など伝統的な無

機材料は，とかくその製造時のエネルギー消費が問題視されるが，他の材料と比べて長い期間使用

できる長所を持っている。また，無機材料の優れた機能を利用することにより，様々な環境・エネ

ルギー問題に貢献できる可能性を持っている。本講演では，特に多孔質材料に焦点を当て，演者ら

のグループの研究を例として環境改善や省エネルギー対策技術への用途展開が期待できる無機材料

について紹介する。

２．多孔質材料の作製と特長

　多孔質材料は既に，触媒・触媒担体，フィルター，メンブレン膜，イオン交換体，吸着材，等々

多くの分野で幅広く使われている。しかし，これまでの多孔質無機材料では，最も重要な多孔体特

性が充分に制御され，高機能化されているとは言えない。我々はセラミックス産業において一般的

な押出しプロセスと可燃性繊維を造孔材とする実用的な方法で，気孔径とその配列を制御した貫通

気孔を有する多孔体の作製が可能であることを示した。得られた多孔体は，従来材料と比べて高透

過性かつ高強度の特性を有している。そこで，これらの利点を活かした応用展開として，高揚水性

を利用した蒸発冷却材料と高透過性を利用したマイクロバブラーの例について説明する。

３．高揚水性を利用した蒸発冷却用材料

　作製した材料はレンコンに似た組織をしているので，"Lotus ceramics" と呼んでいる。その組織

の特徴から，樹木に見られる優れた揚水特性が期待できることを発想した。そこで，その特性を測

定したところ，毛管張力だけで 1 m 以上の揚水機能を持ち，従来の材料の 2 ～ 3 倍も高い揚水高

さを持っていることが分かった。毛管張力と揚水高さの関係式から，孔壁と水との接触角が低く，

気孔半径が小さい方が揚水高さが高くなる。実際，多孔体を作製する際の繊維径を 16μm から 10

μm に変えることにより，最大で 1.7 m の高さが実現できている。

　この特性を利用した蒸発冷却効果により，材料の表面温度は夏季には 10℃以上下げられる。現在，

産学連携で都市部のヒートアイランド対策に利用する検討を進めている。

４．高透過性を利用したマイクロバブラー

　この材料は透過性にも優れることから，マイクロバブラーへの利用を検討している。特長は，家

庭用のエアーポンプ程度の低い吐出圧でも 100 ～ 200 μm 程度のマイクロバブルを発生できると

ころにある。実際にマイクロバブル化することで，バブルガスの水中への溶解が速く進むことを確

認しており，貧酸素水質環境の改善や CO　の水中固定など，環境分野への展開が期待できる。

５．おわりに

　無機材料は，一般に耐候性や耐過酷環境特性に優れている。そこで，さらに特異な機能や特性を

付加することにより，使用環境の広い様々な方面で環境産業に貢献できる材料，特に多孔質無機材

料の開発が期待できる。

「これからの環境産業における無機材料への期待」

　東京工業大学応用セラミックス研究所
　所長　岡 田   清 氏
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